
 

 

 

 

発行 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 「とよひら・りんく」事務局 

                 
      令和元年度 第 1 回合同会議を開催しました。 

令和元年 6月 24日（月）18：30～20：00（豊平区民センター） 

                   令和元年度、第 1回「合同会議」を開催いたしました。 

行政・医療・介護関係者等、69名が参加されました。 

 

 平成 23年度に設立した「とよひら・りんく」。今年度で９年目になります。 

 今年度は「身元保証人に関すること」を課題として取り上げ、解決策を考えていきます。 

 

各施設の対応についてお話しいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

                                    

      

 

 

 

 

 

                                

                                 

                                                    

 

 

 

 

 

札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会    令和元年 7月 3日発行 第 47号 

 

 

 

第 1回合同会議の様子 

身元保証人に関する課題について 

 
 西岡病院、グリーンライフ光陽（ケアハウス）、札幌市豊平区第３地域包括支援センターから事例を交えて、

各事業所での身元保証人に関する課題についてお話をいただきました。 

       

西岡病院            グリーンライフ光陽    地域包括支援センター 

       横田 法律 氏       中川 裕起 氏       上野 由佳 氏 

【アンケート（一部）】 

・今後の自分のこととして、考える部分もあった。（医療機関・医師） 

・身元保証人について、地域包括支援センター、介護施設でも苦労されていることがわかった。 

                            （医療機関・看護師） 

・保証人がいない時の事例、同じことはなかなかないと思うが、とても考えさせられた。 

（介護老人保健施設・ソーシャルワーカー） 

・調剤薬局では「身元保証人」が関係することが少なく、とても参考になった（調剤薬局・薬剤師） 

・あまり関わる機会もなかったので、今後のために、考える機会となった。（調剤薬局・薬剤師） 

・様々な事例が参考になった。（地域包括支援センター・介護支援専門員） 

・具体的な事例が参考になった。（地域包括支援センター・社会福祉士） 

・事例や解決の糸口など参考になった。（居宅介護支援事業所・介護支援専門員） 

・今後増えてくる課題だと思った。（居宅介護支援事業所・介護支援専門員） 

・事例を用いての説明がわかりやすかった。（居宅介護支援事業所・介護支援専門員） 

・多くのケースを知ることは、今後の対応力がつくと思った。（サービス付き高齢者住宅・ホーム長） 

・今後増えてくる課題なので、いろいろな事例を聞けて良かった。（介護施設・ソーシャルワーカー） 



                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本在宅医療連合学会大会（地方会）のご案内 

「日本在宅医学会」と「日本在宅医療学会」は 2019年度に合併し「日本在宅医療連合学会」となります。 

記念すべき第 1回大会は東京都で開催されます（7月 14日～15日）。http://zaitaku2019.umin.jp/ 

 地方会が札幌で開催されます。9月 14日（土）～15日（日）札幌市教育文化会館 

 

今後の合同会議のご案内（予定） 

第２回合同会議 ２０１９年 ８月２６日（月）１８：３０～２０：００ 会場未定 

第３回合同会議 ２０１９年１１月２５日（月）１８：３０～２０：００ 会場未定 

第４回合同会議 ２０２０年 ３月３０日（月）１８：３０～２０：００ 会場未定 

 

とよひら・りんく事務局 西岡病院 医療福祉課 岡村・田附・横田   ホームページ：http://www.toyohiralink.jp/      

電 話 011-853-8322（平日 9－17 時）  メールアドレス：info@toyohiralink.jp 

 医師、看護師、医療ソーシャルワーカー、薬剤師、介護支援専門員等の多職種で「身元保証人に関する課題」

について、グループワークを行いました。 

 グループワークでの意見や実践報告を継続し、解決策を検討していきたいと考えています。 

【アンケート内容（一部）】 

・新たな学びができ、このような企画を続けてほしい。（医療機関・医師） 

・情報共有の方法や保証人をどのように探すのかなどが参考になった。（医療機関・医師） 

・行政への積極的な働きかけが重要という認識ができた。（医療機関・医師） 

・それぞれの施設、職種により対応方法があり、共有が重要だと思った。（医療機関・医師） 

・繰り返しの議論が必要だと感じた。（調剤薬局・薬剤師） 

・居宅、地域包括等で問題点が違い、今後の対応の参考になった。（医療機関・医療ソーシャルワーカー） 

・多職種、それぞれの立場、役割からみた様々な課題がきけた。（居宅介護支援事業所・介護支援専門員） 

・今後増えてくるので、どのように対応すればいいのか・・・。（居宅介護支援事業所・介護支援専門員） 

・いろいろな意見交換ができました。話が尽きないくらい。（介護施設・介護職員） 

・ためになる情報が多職種からたくさんきけた。（調剤薬局・事務） 

・保証人が課題になっていることを実感した。（介護タクシー） 

グループワークの様子 

    

【グループワーク】身元保証人に関する課題 
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